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研究成果の概要（和文）：　本研究は、哲学者・田邊元の「種の論理」を、思想家・久野収がいかに受容ないし
批判した上で、久野の「市民主義」にもとづく教育思想が論じられたのかを明らかにすることを目差したもので
ある。久野は、種の論理の国家主義的な側面を批判し、「種」の概念を自発的結社などに求め、のちの市民主義
的な立場の前提を構築した。この立場から、戦後、久野は教育論を展開したが、そこには市民性を重視する特質
をうかがうことができる。このことから、久野の種の論理批判は、戦後の彼の教育思想を支えるものであったこ
とが判明した。

研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify how the philosopher Hajime Tanabe's "Logic of 
Species" was accepted or criticized by the philosopher Osamu Kuno, and then his educational 
philosophy based on Kuno's "citizenism" was discussed. It is aimed at. Kuno criticized the 
nationalist aspect of the logic of species, sought the concept of "species" in voluntary 
associations, and constructed the premise of his later position of the citizenism. From this 
standpoint, Kuno developed his theory of education after the war, and we can see in it his 
characteristic of emphasizing citizenship. From this, it became clear that Kuno's kind of logical 
criticism supported his educational thought after the war.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の意義は、日本の戦後教育思想における「京都学派教育学」の文脈に対して、京都学派の思想圏から離
脱して展開された教育思想の可能性を、久野収に着目して考察したことにある。一般的に、京都学派教育学はそ
の政治性が問題視されているが、思想史の可能性として、田邊哲学を批判して展開された久野の市民主義とそれ
にもとづく教育論は、従来の京都学派教育学研究に対して独特な特質を有している。京都学派との距離の置き方
の相違によって、各論者の教育思想の射程が考えられるということを示唆した点が、本研究の学術的意義であ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の開始当初の背景には、教育思想史研究における「京都学派教育学」の主題化があった。

「京都学派」とは、戦前、京都帝国大学文学部哲学科における哲学者・西田幾多郎と田邊元との
両名のもとに集まった哲学者集団を意味する。京都学派それ自体は、哲学の領域において、近年
もさらに研究が進んでおり、そのような潮流の中で、京都学派の影響を受けながら教育学の領域
において思想形成した学者たちの研究も進められている（矢野 2021）。 
京都学派は、戦後、その戦争協力の問題もあり、否定的な評価を下されてきた（廣松 1989）。

確かに、京都学派と戦争協力の問題は切り離せないが、近年ではその問題性を十分に考慮した上
で、改めてその可能性を浮かび上がらせるような研究も登場している。そして、その傾向は、教
育思想史研究においても同様である。 
しかし、従来の京都学派教育学研究は、その思想の保守性に由来する政治的な一面性という限

界を有していたと言わざるを得ない。その理由は、主に天野貞祐や高坂正顕といった保守思想家
に位置づけられてきた論者たちが、これまでの京都学派教育学研究において取り上げられてい
ることに由来する。そのため、現代においても、京都学派教育学を背景に持つ「教育人間学」の
領域に対しては、その政治性の問題が提起されてきた（関根 2014）。ここでは、教育と政治の関
係性という近年の問題提起を背景として（小玉 2016）、京都学派教育学における政治性の問題が
指摘されているのである。 
 以上を踏まえて、本研究では、「京都学派教育学」の政治的な可能性を、京都学派の思想圏に
おいて教育を思考した思想家の検討を通して導出することを課題として設定した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「京都学派教育学」の政治的な可能性を、思想史的な研究方法をもって導出
することである。この目的のために、本研究では、京都学派の哲学を背景に持つものの、その思
想圏から離脱し、「市民主義」の思想を展開した思想家である久野収（1910-1999）の教育思想を
研究対象として取り上げる。 
久野は、戦前、京都帝国大学文学部哲学科において、京都学派の双璧の一人である田邊元に師

事していた。久野自身、しばしば語っているように、田邊からジョン・デューイの研究を勧めら
れ、それを契機にプラグマティズムに傾倒したり、田邊の独特な「種の論理」における「種」の
概念を、民族としてではなく、連帯する共同体としても考えられるのではないのかと論争してい
たりする過去があった（久野収ほか 1995）。ここから分かるように、久野は田邊の影響を受けつ
つも、そこから距離を置くことで、戦後には「市民主義」の思想を展開するようになったのであ
る（久野 1960）。 
 そのため、本研究は、久野の市民主義と、田邊の哲学との関係性を精査し、久野が田邊哲学か
らどのような影響を受け、そこからどのように距離を置いたのかということを明らかにするこ
とで、京都学派教育学の政治的な展開可能性を導出するための手がかりとなることが期待され
る。その学術的独自性は、従来の保守思想家に集中した京都学派教育学研究に対して、市民主義
を主な立場とする久野の教育思想を対象とする点に求められる。そして、本研究の創造性は、京
都学派教育学における政治性の今日的な展開可能性を、久野の市民主義を一つの軸として導出
しうる点に求められるだろう。 
 
３．研究の方法 
本研究において明らかにしようとする問いは、久野収が田邊元の「種の論理」をいかに読み替

えて、自らの「市民主義」の思想へと展開させたのかということである。さらに、この解明を踏
まえた上で、久野の教育論を彼の市民主義の立場から捉え直し、京都学派から市民主義の教育思
想への展開可能性を描き出すことが、本研究の目指す最終地点となる。そのため、本研究では以
下の二点の解明を試みる。 
（１）久野による「種の論理」解釈の独自性の解明 
 久野がしばしば述べているように、「種」の概念を民族としてではなく、信仰の連帯などの社
会的な共同体として解釈する可能性をめぐって、田邊や高坂、高山岩男らと論争をしていたこと
は、「種の論理」の現代的な可能性という側面から見ても、検討に値する論点となる。そしてそ
の解釈が、久野自身の「市民主義」の思想へと展開する経緯を明らかにし、種の論理から市民主
義への道程を明らかにすることを目指す。 
（２）久野の教育思想と市民主義との関係性の解明 
 久野は、教育学者の勝田守一と雑誌『教育』で対談していたり、岩波講座『教育』の編集に参
加して自ら論文を寄稿したりしていた。そこで論述されている教育論を、彼の市民主義の思想と
架橋させ、その関連性を解明することで、「市民主義の教育思想」とでも呼ぶべき久野の教育思
想が明らかになるだろう。 
 
４．研究成果 



（１）久野による「種の論理」解釈の独自性の解明 
 久野は、田邊の「種の論理」に対して、以下のように批判している。 

 
個人であるかぎり、種に埋没する、その種を田辺さんは民族と考えるけれども、この民
族を内から開く任意的団体や自発的結社をよりどころにしてもいいはずで、ぼくらは
それを、知識の連帯とか、信仰の連帯とか、労働の連帯とかと呼んで、この連帯と組織
化を志向したのです。そういう個の連帯組織が民族を超えるんだから、そっちを強め
なければだめだと考える。同時にその力点のおき方で高坂正顕、高山岩男氏たちと論
戦になったわけです。（久野ほか 1995：22） 

 
 この批判を手がかりとして、本研究では、久野が種の論理における「種」の概念を独自に解釈
し、個人の連帯や自発的結社の重要性を論じていたことを解明した。その上で、彼の種の論理へ
の批判は、後年の彼の「市民主義」の立場にも通底するものであることを指摘した。 
 
（２）久野の教育思想と市民主義との関係性の解明 
 （１）に加えて、さらに本研究では、久野の市民主義の立場と、彼自身の教育思想との関係性
がいかなるものだったのかということを検討した。久野はもともと、ジョン・デューイにおける
個人主義の思想に可能性を見出し、個人が組織から独立することの意義を主張していた。その考
え方は、「教育の中立性」に対する「教育の独立性」という発想に通じていると考えられる。1952
年の論文「教育をささえる思想」では、以下のように論じられている。 
 

いうまでもなく外部の政治権力は、単に教育の現場に外部から公定の精神を注入する
だけではなく、行政や財政の機構を通じて教育への支配を確立するのである。従って
行政や予算の問題に無関心であったり、中立的であったりする教育思想は、教育者の
現場における自主的理想や方針を守りぬく見込みが非常にとぼしいといわなければな
らない。（久野 1952：76） 

 
 教育の中立性という主張自体は、勝田守一なども論じているが、久野がそれらに対して独特で
あったのは、勝田らに看過されている「民衆の感情」や、教育と文化の問題を考えようとしてい
た点にある（勝田・久野 1957：13）。 
 （１）と（２）の研究成果を統合して考えれば、久野は京都学派の哲学、特に田邊の「種の論
理」を批判し、個人の連帯や自発的結社の重要性を論じた。その立場が後年の「市民主義」に通
底し、特に個人主義の立場から、教育の問題をも思考していたことが、久野の教育思想の特質と
言うことができる。このことから、久野の教育思想は、「京都学派の思想圏から市民主義の教育
思想へ」の筋道を辿ったと言うことが可能であろう。 
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